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ケ
イ
素
（ 
シ
リ
カ
）
の
効
用 

 

我
々
の
生
活
に
不
可
欠
な
ケ
イ
素 

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
い
え
ば
、
ア
ッ
プ
ル
、
イ
ン
テ
ル
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
、
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

Ｉ
Ｔ
企
業
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
Ｉ
Ｔ
産
業

に
か
か
せ
な
い
半
導
体
の
原
料
が
ケ
イ
素
で
す
。 

ケ
イ
素
は
、
自
然
界
で
は
安
定
し
た
二
酸
化
ケ
イ
素
（シ
リ

カ
）の
形
を
と
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
砂
の
主
成
分
で
あ
り
、
昔
か

ら
ガ
ラ
ス
の
原
料
と
し
て
も
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
地
球
の
地

殻
内
に
は
大
量
の
シ
リ
カ
が
含
ま
れ
、
地
球
の
表
層
の
約
六
割

が
シ
リ
カ
を
含
む
鉱
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

大
部
分
は
花
崗
岩
の
中
に
石
英
や
長
石
、
雲
母
な
ど
と
し
て

含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

石
英
の
中
で
も
、
特
に
透
明
感
の
あ
る
も
の
は
水
晶
と
呼
ば

れ
、
人
の
思
い
を
記
憶
し
た
り
伝
達
し
た
り
す
る
力
が
あ
る
パ

ワ
ー
ス
ト
ー
ン
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
水
晶
は

電
圧
を
加
え
る
と
、
一
定
の
信
号
（情
報
）を
発
信
す
る
こ
と
か

ら
、
ク
ウ
ォ
ー
ツ
時
計
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
通
信
機
器

を
つ
な
ぐ
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
、
情
報
の
発
信
・伝
達
器
（ア

ン
テ
ナ
）の
材
料
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
水

晶
は
、
携
帯
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
は

欠
か
せ
な
い
部
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 ケ
イ
素
の
効
用 

ま
た
、
ケ
イ
素
は
人
間
の
体
内
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
第
三
の
目
と
呼
ば
れ
る

内
分
泌
器
官
の
松
果
体
は
、
そ
の
九
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
ケ

イ
素
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。ケ
イ
素
化
合
物
の
シ
リ
コ
ン
は
、

松
ぼ
っ
く
り
の
よ
う
に
結
晶
し
ま
す
が
、
松
果
体
も
同
じ
よ 

      

う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
松
果
体
は
光
の
刺
激
を
受
け
て
睡

眠
ホ
ル
モ
ン
（
メ
ラ
ト
ニ
ン
）
を
分
泌
す
る
だ
け
で
な
く
、

宇
宙
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
光
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ

ら
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
気
づ
き
や
ひ
ら
め
き
、
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
変
換
す
る
情
報
処
理
を
担
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

と
い
う
こ
と
は
、
体
内
に
ケ
イ
素
を
補
充
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
脳
神
経
が
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
し
て
情
報
伝
達
能
力

や
記
憶
力
が
増
し
、
松
果
体
の
働
き
が
高
ま
り
、
脳
の
覚
醒

状
態
が
起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
の

現
代
人
は
松
果
体
が
石
灰
化
し
て
し
ま
い
、
あ
ま
り
機
能
し

て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
灰
化
の
原
因
と
な

る
の
が
、
歯
磨
き
粉
や
フ
ッ
素
加
工
さ
れ
た
調
理
器
具
に
含

ま
れ
る
フ
ッ
素
で
す
。
こ
れ
以
外
に
も
歯
の
詰
め
物
や
予
防

接
種
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
水
銀
も
そ
の
一
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

他
に
も
ケ
イ
素
は
免
疫
力
の
中
枢
で
あ
る
胸
腺
、
熱
や
活

動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
た
ら
す
細
胞
内
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、

骨
、
毛
髪
、
関
節
、
皮
膚
、
血
管
に
多
く
含
ま
れ
、
若
返
り

物
質
で
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
、
コ
ン
ド
ロ
イ

チ
ン
の
な
ど
の
構
成
成
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

ケ
イ
素
は
免
疫
力
や
肌
の
保
湿
、
骨
や
髪
、
爪
の
再
生
・
修

復
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ケ
イ
素
は
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
重
金
属
や
農

薬
、
食
品
添
加
物
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
、
放
射
性
物
質
と
い
っ

た
有
害
物
質
を
排
泄
す
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

浄
水
器
や
水
槽
、
空
気
清
浄
機
な
ど
の
汚
れ
の
吸
着
材
や
脱

臭
剤
に
使
わ
れ
て
い
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
（
沸
石
）
の
主
成
分
も

ケ
イ
素
で
す
。 

幸
運
を
引
き
寄
せ
る
と
石
と
よ
ば
れ
て
い
る
ト
ル
マ
リ
ン

（
電
気
石
）
は
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
発
生
す
る
と
さ
れ
、 

 

入
浴
剤
や
化
粧
品
、布
団
、衣
類
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
玉
（
ぎ
ょ
く
）
と
よ
ば
れ
、
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ
て

き
た
翡
翠
（
ヒ
ス
イ
）
も
、
主
成
分
は
ト
ル
マ
リ
ン
と
同
じ

シ
リ
カ
で
す
。
シ
リ
カ
を
含
む
麦
飯
石
や
ト
ル
マ
リ
ン
な
ど

の
天
然
石
を
用
い
た
陶
器
「
森
修
焼
」
は
、
食
物
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
増
幅
さ
せ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
れ
ば
、
人
知

を
超
え
た
情
報
が
直
感
と
し
て
授
か
り
や
す
く
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

原
子
番
号
六
番
の
炭
素
と
原
子
番
号
八
番
の
酸
素
が
合
体

す
る
と
、
原
子
番
号
十
四
番
の
ケ
イ
素
に
な
り
ま
す
。 

竹
炭
や
備
長
炭
は
竹
や
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
木
を
蒸
し
焼
き
に
し

た
も
の
が
で
す
が
、こ
れ
ら
を
叩
く
と
金
属
音
が
す
る
の
は
、

マ
イ
ナ
ス
水
素
イ
オ
ン
を
補
充
し
な
が
ら
蒸
し
焼
き
に
す
る

炭
化
作
用
よ
っ
て
原
子
転
換
が
起
こ
り
、
ガ
ラ
ス
質
の
ケ
イ

素
が
生
成
さ
れ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
ケ
イ
素
に
よ
っ
て
、
水
や
空
気
と
い
っ
た
環
境

浄
化
の
力
が
働
く
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

ケ
イ
素
を
多
く
含
む
食
べ
物 

 

生
物
の
中
で
ケ
イ
素
を
多
く
含
む
も
の
は
、
イ
ネ
科
の
植

物
玄
米
、
き
び
、
大
麦
、
か
ら
す
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
、

海
藻
で
は
青
の
り
、
昆
布
、
干
し
わ
か
め
、
野
草
で
は
ス
ギ

ナ
、
ク
マ
ザ
ザ
、
肉
桂
（
シ
ナ
モ
ン
）、
ま
た
シ
ダ
植
物
や
コ

ケ
植
物
、
ケ
イ
ソ
ウ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
材
で
は
、
梅
干
し
や
昆
布
、

ナ
ス
、
玄
米
の
黒
焼
き
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
薬

効
も
ケ
イ
素
が
も
た
ら
す
浄
化
作
用
だ
と
考
え
れ
ば
理
解
し

や
す
い
で
す
。
石
英
を
一
六
〇
〇
度
で
気
化
さ
せ
て
水
に
溶

か
し
た
水
晶
水
も
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
イ
ネ

科
の
食
物
や
黒
焼
き
で
体
内
浄
化
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
松

果
体
が
働
き
始
め
る
と
、
炭
素
生
命
体
で
あ
る
我
々
の
身
体

が
徐
々
に
ケ
イ
素
生
命
体
に
変
化
し
、
不
食
で
長
寿
命
に
な

り
、
水
晶
の
よ
う
な
光
輝
く
新
人
類
に
な
る
の
も
夢
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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ケイ素で体の内側からイキイキ！ 
  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンパ流れをスムーズにし免疫力UP! 

浅炒り玄米スープの素 300ｇ 2,160 円（税込） お徳用1kg 5,940 円 

今注目の微量ミネラルのひとつケイ素は、私たちが健やかに過ごすために必須の栄養素です。

コラーゲンやヒアルロン酸、コンドロチンなど皮膚や骨などを構成する物質として、 

体内のさまざまな働きを助けます。現代人は生活習慣や食生活の変化にともない 

ミネラル不足に陥りやすくなっています。ケイ素は蓄積できないので、 

普段からこまめに摂取することが大切です。 

 

ケイ素を多く含む食べ物 

穀物：からす麦、きび、大麦、 

トウモロコシ、玄米など 

野菜・野草：じゃがいも、アスパラガス、 

赤かぶ、南瓜、にんじん、スギナなど 

海藻：青のり、ひじき、乾燥わかめ、昆布など 

飲み物：番茶、ほうじ茶、ウーロン茶、煎茶など 
 

＊ケイ素は土壌や海水中に多く含まれるため、穀物や

海藻などに多く含まれています。 

体を温め、玄米の排泄力でデトックス！ 

玄米ミクロン 100ｇ 1,296 円（税込） 

微量ミネラルを手軽に摂取！ 

スギナとよもぎ微粉末 50ｇ 2,160 円（税込） 

長時間の焙煎により極陽化した玄米のデンプン質が活性炭のような働きをし、 

化学物質や油脂類、タンパク質類といった陰性な成分を吸着し、リンパ管の大

掃除をしてくれます。リンパ管が浄化され血液がきれいになることで、冷えや

痛みなどのさまざまな不快症状の改善につながります。 

 

長時間焙煎した玄米を粉末化。焙煎した玄米の陽性なエネルギーを補うことで

お腹が温まります。食物繊維が豊富なので、便秘気味のときのときの飲み物と

してもおすすめです。玄米には、今注目のケイ素が多く含まれている上、玄米（穀

物）のケイ素は比較的体内に吸収されやすいと言われています。 

ミネラル豊富なスギナとよもぎをブレンド。スギナには、今注目のケイ素やマ

グネシウムなどの微量ミネラルが多く含まれ、また、よもぎに含まれるビタミ

ン、ミネラル、食物繊維、葉緑素が血液の浄化を助けます。現代人に不足しが

ちなビタミンやミネラルを手軽に摂取できます。 

ケイ素（シリカ）とは？ 

◆地球上で酸素について多い元素（土や岩に含まれる） 

◆半導体やシリコン製品など、様々な用途で使用されている。

◆ミネラルの一種で、体内に溜まった着色剤や薬剤といった 

化学合成物質を体外に排泄する働きを持つ。 

◆鉄分とタンパク質の結合を促進し、赤血球の生成を助ける。 

◆不足すると骨粗しょう症や、お肌の老化（シワやたるみ）、 

髪のパサつき、爪割れなどのトラブルにつながる。 

◆年齢と共に減少。体にストックできないので、 

日頃の食事でこまめに摂取する必要がある。 


